
完了後の評価個表
整理番号 ８－１

事 業 名 森林環境保全整備事業 都 道 府 県 宮崎県

地域(地区）名 椎葉村 事業実施主体 椎葉村、耳川広域森林組合等
ふ り が な しい ば そん

関 係 市 町 村 椎葉村 管 理 主 体 椎葉村、耳川広域森林組合等

事業実施期間 H15～H17 （３年間） 完了後経過年数 ５年

事業の概要・目的 ① 位置等
椎葉村は宮崎県の北西部にあって熊本県との県境に位置し、村全体が九州山地の奥深

い山岳地域にある。村北西部から中央部を横断する耳川、大河内地区から流れる一ツ瀬
川、栂尾地区から流れる小丸川の源流域であり、宮崎県でも有数の林業地帯である。隣
接市町村は、美郷町、諸塚村、五ヶ瀬町、西米良村、西都市、熊本県の八代市、水上
村、山都町である。

② 森林の状況
当地区を構成している椎葉村は全国でも有数の広大な面積53,620haを有している。森

林面積は、全体の約96％に当たる51,554haで、そのうち民有林面積は42,946haであり、
民有林における人工林の面積は、25,330ha（59％）に達しており、間伐等の森林整備が
必要となるⅢ齢級からⅧ齢級のスギ・ヒノキの森林は10,661haで42％である。
また、地区内の森林のうち19,785ha（民有林面積の46％）が水土保全林に区分されて

いる。このため、水源かん養機能等の公益的機能を高度に発揮させるための森林整備の
実施が期待されている。

③ 当地区を整備する目的
当地区においてはこれまでに約25,330haの人工林が造成され、森林蓄積は着実に増加

しているものの、その多くは保育・間伐等が必要な段階にある。材価低迷等により森林
所有者等の森林整備に対する意欲の低下が懸念される中で、森林の有する公益的機能の
高度発揮に対する住民の期待が高まっているところである。
また、当地区には森林整備を効率的に実施するための根幹となる林道等の路網が十分

に整備されていなかったことから、適切な森林施業の遅れが目立っていた。
このため、森林の公益的機能の高度発揮等を目的として、森林整備を実施するととも

に、森林への到達時間の短縮、労働力や資機材の効率的な移送・運搬等により林業労働
の軽減及び森林施業コストの低減を図ることを以て森林整備を促進することを目的に林
道を整備したものである。

（事業概要）
森林整備 植栽821ha、下刈3,893ha、除・間伐1,879ha、受光伐21ha

森林管理道整備

① 横野・尾前線 車道幅員 3.0ｍ 開設延長 820ｍ 利用区域面積 201ha
よこの おまえ

② 胡摩山線 車道幅員 3.0ｍ 開設延長 549ｍ 利用区域面積 732ha
ご ま や ま

総事業費 2,773,504千円 （当初総事業費 5,413,262千円）

① 費用対効果分析の 平成23年度時点における費用対効果分析の結果は以下のとおりである。
算定基礎となった なお、事業計画の変更により事業量が減になったほか、森林の公益的機能の高度発揮
要因の変化 を図りつつ森林資源の循環利用を一層進める短伐期施業を推進していることから、事業

採択時に比べて評価対象期間の短縮により総便益等が減少した。

総便益（Ｂ） 20,579,896千円 （事業採択時 66,292,268千円）
総費用（Ｃ） 6,142,134千円 （事業採択時 12,869,863千円）
分析結果（Ｂ／Ｃ） 3.35 （事業採択時 5.15 ）

② 事業効果の発現状 適時に適切な森林整備を必要とする約6,614haの除・間伐等が実施され、森林の公益的
況 機能が維持増進された。

また、林道整備により、施業地までの到達時間の短縮及び作業コストの低減が図られ
ることから、利用区域内において搬出間伐の実施に向けた集約化の取組が進められてい
るところである。

③ 事業により整備さ 本事業で整備された森林は、森林組合等により継続して保育・間伐等が実施されてお
れた施設の管理状 り、良好な管理状況にある。
況 林道は、椎葉村が定めた林道管理規定に基づき適正に管理され、年数回の草刈りや側

溝の清掃、路面の整正等が行われ良好な維持管理状況にある。



整理番号 ８－２

④ 事業実施による環 森林整備により健全な状態の林分が造成・育成され、森林環境や景観の維持向上が図
境の変化 られている。

林道整備により、施業地までの到達時間の短縮により林業労働者の労働条件の改善が
図られ、間伐が促進されるなど、森林所有者の森林施業に対する意欲が向上している。
林道整備による野生動植物の生息・生育環境の悪化、渓流水の流量の減少、土砂流出

による濁水の発生などの影響は見受けられない。

⑤ 社会経済情勢の変 適切な森林施業が実施されたことから森林資源の維持増進が図られ、森林のもつ木材
化 生産機能への期待が一層高まってきている。

林道の整備により、労働強度の軽減や作業コストの低減による林業生産性の向上が図
られつつある。

⑥ 今後の課題等 森林整備に対する地元住民の意欲が増進されたものの、木材価格の低迷等により未だ
森林整備が十分とは言えない状況なっている。今後、林道や林業専用道、森林作業道等
の路網整備や、意欲ある森林組合や林業事業体等が中心となって施業の集約化を図ると
ともに高性能林業機械の導入などにより、効率的かつ低コストな施業を推進し、林業生
産性を向上させる必要がある。
また、事業により整備された施設については、引き続き適切な維持管理を行っていく

必要がある。

・地元の意見： 本村は、県内でも有数の林業地域であり、豊富な森林資源を活用するた
め骨格となる林道の整備を重点的に進めているが、一部が未開通であるた
め、林道の整備が急務となっている。（宮崎県）
林道等の整備に伴い、これまで手入れの行き届かなかった森林へのアク

セスが可能となり、生産コストの低減及び林業労働力の軽減が図られ、生
産環境が改善された。今後は、中心となる森林組合や林業事業体等を指導
し集約化を図ることにより森林整備の推進に努めたい。
林道整備により、沿線の小渓流等へ散策する人が増加しており、森林災

害等の早期発見に寄与している。（椎葉村）

評 価 結 果 ・必要性 ： 重点的な間伐等の森林整備の実施による水源かん養や山地保全等の公益
的機能の高度発揮や、森林整備を効率的に行う基盤となる路網整備が求め
られていたことから、事業の必要性が認められる。

・効率性 ： 現場に応じた工種・工法が採用されるとともに、切土量の抑制等により
コストの縮減が図られ、総事業費の縮減に結びついていることから、事業
の効率性が認められる。

・有効性 ： 必要とされていた間伐等の森林整備が行われ、水源かん養や山地保全等
の公益的機能の維持増進が図られたこと、また、林道整備により森林への
アクセスが容易となり作業効率が向上したことから、森林整備や木材生産
が今後も計画されており、一層の効果発現が見込まれることから、事業の
有効性が認められる。



整理番号   8

事業名：森林環境保全整備事業 　 都道府県名：宮崎県

地域(地区）名：椎葉村
しいばそん

（単位：千円）

評価額

3,355,944

2,862,809

4,874,826

4,699,225

16,146

環境保全便益 2,011,642

254

1,257

2,157,130

22,191

森林整備促進便益 220,160

358,312

20,579,896

6,142,134

20,579,896

6,142,134
費用便益比 B÷C　＝ ＝ 3.35

総　費　用　（C)

炭素固定便益

木材生産等便益

木材生産経費縮減便益

木材利用増進便益

木材生産確保・増進便益

森林整備経費縮減等便益
造林作業経費縮減便益

災害等軽減便益 災害時迂回路等確保便益

総　便　益　（B)

山地保全便益
土砂流出防止便益

土砂崩壊防止便益

水源かん養便益

洪水防止便益

流域貯水便益

水質浄化便益

便　益　集　計　表

（森林整備事業）

大　区　分 中　区　分 備　　考
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